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市政だよりは、みなさん

のものです。
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市の行事や、市民みなさ

んに協力していただきた

いことなどを掲載してい

ます。家族みんなで読み

ましょう。

ぶぃ、ミミミぎ、ペ、 ミミ:ふ
弘、州 、さ対~ ~..t .! .~~苧 ぶ岬
ぶ丸、州、 Wぶ心人

暑さでいためつけられていた胃腸も、涼風

とともに回復してきます。 これからたっぷり

出回るくだもの、野菜をいただいて体力を充

実させましょ う。

青じそは野菜のうちでピタミ シAにかわる

物質を最高に含んでいるといわれます。にら

は古 くからいわゆる万病の薬といわれていま

たくさんたべて大きくなろう

すが、それほどないにしても優秀な緑色野菜

です。

くだものでは、かき、 くり 、ぶどう、早生

のリンゴなど。魚類では秋の王者さんま、小

あじ、秋さばなど。

これらの季節のものは安くておいしいもの

です。

写真く三域保育所にて〉
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と
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り大村市政だよ (2) 

こ
と
し
に
入
り
八
月
末
ま

で
に
担
名
の
伝
染
病
患
者
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
の
同
時
期
の
二
百
八
十
八

名
に
く
ら
べ
て
大
巾
な
減
少

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ

り
ま
す
が
、
v

や
は
り
、
市
民

の
聞
や
各
種
施
設
に
「
赤
痢
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「 もうすぐ改選

一一一民生(児童〉委員の任務~

現
在
の
民
生

(
児
童
)
委
員

の
任
期
は
、
こ

と
し
の
十
一
月

末
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
に
と

っ
て
非
常
に
重

要
な
役
割
を
も

っ
て
お
ら
れ
る

の
で
改
選
に
あ

た
り
そ
の
職
務

内
容
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

マ
民
生
(
児
童
)

を
出
さ
な
い
」
と
い
う
心
が

け
が
一
段
と
徹
底
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

明
年
は
国
体
開
催
も
ひ
か

え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
一
名

の
患
者
も
だ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
市
民
一
体
と
な

っ
た
平
常
の
予
防
活
動
が
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
ら
な
け
れ

委
員
の
任
務

民
生
へ
児
童
)
委
員
は
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
生

活
困
窮
者
の
保
護
指
導
に
あ

た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
務
め
を
な
す
人
で

知
事
の
推
せ
ん
に
よ
っ
て
厚

生
大
臣
が
委
嘱
し
、
任
務
は

三
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
常
に
調
査
を
お
こ
な
い

生
活
状
態
を
つ
ま
び
ら
か

に
す
る
こ
と
。
②
保
護
を

要
す
る
者
を
適
切
に
指
導

す
る
こ
と
。
③
社
会
福
祉

事
業
、
施
設
密
接
に
連
絡

し
そ
の
機
能
を
助
け
る
こ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
、
秋
祭
り
、
運

動
会
と
飲
食
の
機
会
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

わ
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
大
き

な
集
団
発
生
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
つ
、
ぎ
の
こ
と

が
ら
に
よ
く
注
意
し
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
み
ん
な
で
よ
く

と
。
④
生
活
保
護
法
、
児

童
福
祉
法
、
母
子
福
祉
法

老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
お
よ
び
精
神
簿

弱
者
福
祉
法
な
ど
の
関
係

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
事

業
法
に
定
め
る
福
祉
に
関

す
る
事
務
所
そ
の
他
関
係

行
政
機
関
な
ど
の
業
務
ま

た
は
事
務
の
執
行
に
協
力

し
、
特
定
の
事
項
に
つ
い

て
は
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
注
意
を
あ
た
え
た
り
生

活
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と

マ
民
生
(
児
童
)
委
員
の
適

格
要
件

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
赤
痢
、
食
中
毒
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
る
。

マ
家
族
な
ど
に
、
熱
を
伴
う

下
痢
患
者
が
居
な
い
か
。

マ
各
家
庭
に
手
洗
い
設
備
は

整
っ
て
い
る
か
。

マ
家
族
な
ど
で
、
用
便
後
、

食
前
、
帰
宅
時
な
ど
に
手

洗
い
を
し
て
い
る
か
。

マ
調
理
や
盛
り
つ
け
は
、
清

潔
で
適
切
か
、
ま
た
調
理

具
、
食
器
な
ど
は
清
潔
か

資
格
要
件
に
つ
い
て
は
民

生
委
員
会
法
第
六
条
に
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

①
社
会
奉
仕
の
精
神
に
富

み
人
格
識
見
と
も
に
高
く

、
生
活
経
験
が
豊
富
で
円
満

な
常
識
を
も
ち
、
情
理
を

わ
き
ま
え
人
情
の
機
微
に

通
じ
る
者
。
②
そ
の
地
域

に
長
く
居
住
し
地
域
の
実

情
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、

住
民
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
者
。

③
社
会
福
祉
の
仕
事
に
理

マ
買
い
つ
け
の
居
と
従
業
員

は
、
清
潔
で
健
康
か
。
ま

た
食
品
の
取
扱
い
は
適
切

カ
マ
買
っ
た
食
品
は
新
鮮
で
、

清
潔
に
保
管
さ
れ
て
い
る

カ
マ
ハ
エ
や
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
に

対
す
る
駆
除
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。

マ
便
所
は
清
潔
で
、
破
損
箇

所
な
ど
な
い
か
。

マ
飲
料
水
に
対
す
る
心
が
け

は
十
分
か
。

解
と
熱
意
が
あ
り
、
ま
た

そ
の
知
識
、
素
養
、
実
力

が
あ
る
者
。
④
生
活
が
安

定
し
家
族
の
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
健
康
な
者
。

傷
病
恩
給
の
再
審
査
請

求
を
お
わ
す
れ
な
く

傷
病
思
給
第
七
項
症
以
下

の
有
期
受
給
者
は
、
本
年
十

月
一
日
か
ら
六
月
以
内
に
思

給
診
断
医
療
機
関
の
診
断
を

う
け
、
直
接
総
理
府
恩
給
局

(
東
京
都
新
宿
区
若
杉
町
九

十
五
番
地
)
あ
て
再
審
査
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
分
の
日
と
お
彼
岸

太
陽
の
中
心
が
秋
分
点
上

に
き
た
と
き
を
「
秋
分
の
日
」

と
い
い
ま
す
。
秋
分
点
と
い

う
の

は
、
太
陽
が
北
か
ら
南

へ
向
つ
で
赤
道
上
を
通
過
す

る
点
で
す
。

秋
分
の
日
は
、
い
ま
国
民

祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

戦
前
も
「
秋
季
皇
霊
祭
」
と

い
っ
て
国
の
祭
日
の
一
つ
で

し
た
。
こ
の
秋
分
の
日
を
は
p

季最Fのメ栓
さ
ん
で
、
前
後
三
日
づ
っ
計

七
日
の
間
を
「
秋
彼
岸
」
と

い
い
、
真
中
む
秋
分
の
日
を

彼
岸
の
中
日
と
い
っ
て
お
り

ま
す
。こ
の
彼
岸
の
お
祭
り
は
、

・
延
暦
五
年
二
月
(
八

O
六
年
)

の
太
政
官
府
に
、
毎
年
秋
分

の
日
を
中
心
に
七
日
間
僧
に

経
を
読
ま
せ
る
よ
う
に
と
の

指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

か
ら
始
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

¥i 
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市
職
員
の
採
用
試
験
を

お
こ
な
い
ま
す
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市
で
は

一
般
行
政
職

(事

務
)
の
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

マ
受
験
資
格

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

(
四
年
制
)
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
来
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
者
で
、
昭
和
十
八

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二

十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

り大村市政だよ

② 
は市
採内
用に
!後居
居住
住す
しる
う者、
るま
者た

マ
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し

て
必
要
な

一

般
教
養
に
つ

い
て
の
筆
記
試
験
、
専
門

試
験
、
身
体
検
査
な
ど

弘』

マ
試
験
の
日
時

日
午
前
九
時
よ
り 十
月
二
十

マ
願
書
受
付
期
間

九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月

十
五
日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い
こ

と
は

人
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

栄
養
指
導
車
に
よ
る

巡
回
指
導

県
民
の
体
力
づ
く
り
の

一

環
と
し
て
、
毎
年
巡
回
指
導

1--、
r 

のり今し
味ま年て
覚すはい
を。つる

楽全ぎキ
し員のヅ
み参場チ
ま 加所ン
ししに ‘カ
ょてま l
う秋いが

間

松並第二公民館前 9月27日 10.00----11.0。
岩松 川 口宅下 9月27日 13.00-14.0。
前舟津公民館前 9月27日 15.00"-'16.0。
雄ケ原公民館前 9月28日 10.00"-' 11.0。
黒木小学校前 9月28日 13.00"-'14.0。
萱瀬 出張所前 9月28日 15.00-16.0。

時|巡回月日|所場回巡マ
実
演
献
立

い
が
ぐ
り
ち
く
わ
、
鯨
肉

の
竜
田
揚
、
霜
降
り
も
や

(3) 

の 、し

乳
酸
飲
料
風
の
み
も

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は

九
月
の
事
故
相
談
を
つ
、
ぎ
の

と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。

相

談
に
は
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
の
で
、
交
通
事
故

で
お
こ
ま
り
の
人
は
ご
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
日

時

九

月
二
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
マ
場
所

川
棚
町
役
場

マ
相
談
料

無
料

な
お
、
相
談
者
は
、
相
手

秋の全国交通安全運動の一環行事として、

つぎのとおり運転者講習を行ないますので、

免許証をもっておられる方はもれなく受講し

てください。

安全協会支部別講習会

|場 所 |月日 |時間 |

三 浦 !日泊公民館 I9月24日119.30n. ，J 1 -'H ..." ..-.. ~" 1 u/ " U~_ I -...21.301 
鈴 田 |鈴田小体育館 1 11 25日

萱 瀬 |萱瀬保育園 1 11 26日i
松 一原 |松原小学校 |グ27日;
福 重 |郡中学体育館 1 //  28日|
竹 松 |畏天神社会館 I // 30日i
中央(大多武)!婦人ホ ー ム 110月1日|
西大村 |市民会 館 1 // 2日|
中 央 |市民会 館 1// 3日|

運転者講習をうげましょうの
住
所
、
氏
名
を
確
認
し
、

医
師
の
診
断
書
な
ど
手
持
ち

の
資
料
を
で
き
る
だ
け
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
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支部別

い
て
調
査
し
ま
す
。

〔
住
宅
統
計
調
査
〕

住
宅
に
困
っ
て
い
る
世
帯

は
ど
れ
く
ら
い
で
ど
の
地
域

が
多
い
か
、
住
宅
の
規
模
や

構
造
、
設
備
、
宅
地
、
あ
る

い
は
世
帯
の
居
住
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
な

県
内
人
口
の
就
築
、
不
就
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
住
宅

業
状
態
を
明
か
に
し
て
、
県
関
係
の
い
ろ
い
ろ
の
計
画
や

経
済
振
興
を
は
か
る
た
め
の
施
策
と
な
る
統
計
を
つ
く
る

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、

た
め
の
も
の
で
す
。
十
月

一

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日

-
日
現
在
で
全
国
的
に
お
こ
な

ま
で
の

一
週
間
の
状
態
を
、

わ
れ
ま
す
が
、
大
村
市
で
は

一
定
の
統
計
上
の

選

定

手

順

三

十

一
調
査
区
に
つ
い
て
お

で
選
ば
れ
た

一
般
世
帯
に
っ

こ
な
い
ま
す
。

統
計
調
査
に
つ
い
て
お
願
い

長
崎
県
労
仇
調
査
と
、
国

の
住
宅
統
計
調
査
が
そ
れ
ぞ

れ
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結

査
は
統
計
以
外
に
は
使
い
ま

せ
ん
の
で
、
調
査
員
が
お
伺

い
し
た
と
き
は
ご
心
配
な
く

あ
り
の
ま
ま
の
お
答
え
を
よ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
長
崎
県
労
仇
調
査
〕
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副
川
区
巴
吋
叫
日
同
阪
同

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
届
出
を

い
ま
ま
で
の
住
民
登
録
法
届
け
出
に
よ
っ
て
、
①
住
民

が
住
民
基
本
台
帳
法
に
き
り
の
居
住
関
係
の
証
明
②
選
挙

か
え
ら
れ
て
、
一
年
ち
か
く
人
名
簿
の
登
録
、
削
除
③
国

に

な

り

ま

し

た

。

民

健

康

保

険

、

国

民

年

金

の

届
出
に
は
、
つ
ぎ
の
四
種
資
格
の
得
そ
う
認
定
④
米
穀

類
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
類
の
配
給
⑤
住
民
税
、
学
会

昭和43年9月20日

かぜ、d、，、，、N、，、戸》向d、，、N 肉d、，、俳場内，、俳.，..，

国
体
の
歴
史その

第
六
回
大
会
(
昭
初
年
)

、
ひ
る
が
え
る
都
道
府
県
旗

川
原
爆
の
洗
礼
を
う
け
、
平

w

和
都
市
と
し
て
復
興
の
途
上

品
に
あ
る
広
島
市
を
中
心
に
開

w

催
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
も
予

日
想
以
上
に
整
備
さ
れ
、
簡
素

叩
な
な
か
に
も
市
民
の
真
心
の

こ
も
っ
た
大
会
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
年
か
ら
メ
イ
ン
ス

タ
シ
ド
の
周
囲
に
参
加
各
都

道
府
県
旗
が
か
か
げ
ら
れ
、

開
会
式
に
マ
ス
ゲ
ー
ム
が
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

第
七
回
大
会
(
昭
計
年
)

沖
縄
が
初
参
加

福
島
、
宮
城
、
山
形
の
三

県
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が

初
め
て
沖
縄
が
参
加
し
、
大

会
を
い
っ
そ
う
盛
り
あ
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
十
六
年
ぶ
り

に
オ
リ
シ
ビ
ッ
グ
に
参
加
す

る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に

は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。

第
八
回
大
会
(
昭
お
年
)

四
国
四
県
で
開
催

前
年
に
つ
づ
い
て
会
場
が

等
の
関
係
な
ど
、
住
民
に
関

す
る
事
務
処
理
の
基
礎
に
な

り
ま
す
。

マ
届
出
の
種
類

①
転
入
届
あ
ら
た
に
大

村
市
に
住
所
を
定
め
た

と
き
に
そ
の
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑫ 

分
散
さ
れ
多
県
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
と
い

う
地
元
の
熱
意
は
、
国
体
と

い
う
大
事
業
を
完
全
に
な
し

と
げ
ま
し
た
。

第
九
回
大
会
(
昭
泊
年
)

秋
期
大
会
を
八
月
開
催

北
海
道
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
地
域
性
を
考

え
て
秋
期
大
会
を
八
月
下
旬

②
転
出
届
市
内
で
住
所

を
変
更
し
た
と
き
に
十

四
日
以
内
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
転
居
届
市
外
に
転
出

す
る
と
き
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

④
世
帯
変
更
届

に
開
催
さ
れ
、
一
万
四
千
名

w

の
選
手
役
員
が
参
加
し
ま
し
仇

た
。
こ
の
大
会
で
一
応
全
国
N

各
地
域
を
一
巡
し
た
の
で
以

w

後
の
開
催
方
針
を
協
議
し
、
品

開
催
は
原
則
と
し
て
一
都
道
山

府
県
に
限
定
し
て
、
関
東
、
日

近
畿
、
中
部
、
九
州
、
東
北
吋

北
海
道
、
四
国
、
中
国
の
順
仏

に
開
催
す
る
こ
と
が
き
め
ら

れ
ま
し
た
。

写
真
八
矩
火
の
点
火

V

， 

世
守7

内

ま
た
は
世
帯
主
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
に
変
更

の
日
か
ら
十
四
日
以
内

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

以
上
四
種
類
の
届
出
は
、

い
ず
れ
も
町
務
連
絡
員
(
町

総
代
)
の
証
明
書
を
そ
え
て

行
政
区
域
内
の
出
張
所
ま
た

不
用
建
物
の
公
売

不
用
建
物
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件
別
表
の
と
お

り
マ
公
売
方
法

f
し
ふ
小
品

マ
現
地
説
明
九
月
三
十
日

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
ま

で
旧
三
浦
中
校
庭
で
お
こ

な
い
ま
す
。

マ
入
札
の
日
時
場
所

九
月
三
十
日
午
前
十
一
時

三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
三

浦
出
張
所
で
お
こ
な
い
ま

す。

マ
入
札
保
証
金
入
礼
金
額

の
百
分
の
五
以
上
の
現
金

マ
そ
の
他
当
日
は
印
か
ん

を
必
ら
ず
持
参
の
こ
と
。

一
般
競
争
入

は
市
民
課
に
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
届
出
・は
、
正

当
な
理
由
が
な
く
お
こ
た
り

ま
す
と
、
住
民
基
本
台
帳
法

の
規
定
に
よ
っ
て
過
料
に
処

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
か
な
ら

ず
期
間
内
に
届
出
を
さ
れ
る

よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

財
政
課
管
財
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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